












































同シンポジウムは 2 部構成で実施され，第 1 部は内野明商学部教授の司会
のもと，メコン地域のビジネス開発の潜在性を小林守教授とラオス国立大学







飲料メーカーである Lao﻿Brewery﻿Co.,﻿Ltd をはじめとして IT コンサルタン
ト企業，人材派遣会社の経営幹部ら 4 人がパネラーとして参加し，両国の会
計制度・教育の相違と問題点を掘り下げて議論した。
本国際シンポジウムは岩尾詠一郎商学部教授（アジア産業研究センター事務局
長）と小林守教授が本年度初頭からラオス側と準備を行ってきた。今後，会
計制度・教育問題に関してはラオス国立大学のみならず，ラオスの商工会議
所，ラオス財務省，教育・スポーツ省とも連携しながら関連調査プロジェク
トの推進を図ることになった。
